
１ コシヒカリ生育概況（７月１日調査）

２ 北陸地方の気象予報（新潟地方気象台・６月27日発表）
　　【１か月予報（６月27日発表）】

　　　暖かい空気に覆われやすいため、向こう１か月の気温は高いでしょう。

　　　前線や湿った空気の影響を受けやすいため、降水量は平年並か多いでしょう。

　　【３か月予報（６月25日発表）】

　　　暖かい空気に覆われやすいため、向こう３か月の気温は高いでしょう。

３ 当面の対策
（１）ケイ酸質資材の施用

　　　出穂35～18日前頃を目安にケイ酸質肥料を施用し、稲体の強化を図りましょう。

（２）穂肥対応

　　　早生で、全量基肥施肥のほ場でも、葉色が褪色している場合は、出穂期の葉色が

　　確保できるよう追肥を検討してください。

　　※コシヒカリ、こがねもち、新之助は５月10日、その他は５月連休移植を想定。

　　※地域や田植え日、今後の気象状況等により、出穂期は異なります。

（３）コシヒカリの中干しと中干し後の水管理

　　　コシヒカリの中干しは、出穂の１か月前をめどに終了しましょう。中干し終了
　　後は、うわ根の発生促進や根の健全化及び地耐力の維持のため、浅水の間断灌水を
　　実施し、徐々に飽水管理へ移行しましょう。
（４）いもち病対策

　　　７月１日現在、県内で葉いもちの発生は未確認です。

　　　いもち病に感染しやすい気象条件が続いています。また、葉色が濃い、茎数が

　　多い稲株などは、いもち病が発生しやすくなります。ほ場をしっかり確認し、早期

　　発見・早期防除に努めましょう。
【次回は７月11日に水稲生育速報No.５を発行予定】

　　　早生品種の出穂は、平年より３日程度早まる見込みです。

　　　各ほ場の幼穂を確認し、１回目の穂肥は適期に施用しましょう。

早生の出穂は３日程度早まる見込み！
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○早生品種では、穂肥時期を迎えています。遅れずに１回目穂肥を施用を

しましょう。

○コシヒカリの中干しは、出穂の１か月前に終了しましょう。

草丈… 56 ㎝ （ 指 標 比 114% 、 長 )

茎数… 455 本/㎡ （ 同 上 101% 、 並 )

葉色… 39.8 (葉緑素計） （ 指 標 差 1.3 、 やや濃い )

葉数… 10.1 葉 （ 同 上 0.4 、 やや早い )

表１ 品種別出穂期と穂肥時期のめやす

１回目 2回目

ゆきん子舞 7/21 ３６～３８ 6/26 ～6/28 7/7

つきあかり 7/21 ４０～４２ 6/26 ～6/28 7/7

こしいぶき 7/23 34 6/30 7/9

コシヒカリ 8/2 ３２～３４ 7/15～7/18 7/23

新之助 8/9 ３４～３６ 7/19～7/22 7/28～7/30

五百万石 7/19 － 6/29 7/7

わたぼうし 7/20 － 6/28～6/30 7/8～7/10

こがねもち 7/27 － 7/9～7/12 7/17

品種名
出穂期の葉色値
（SPAD値）

穂肥時期（分施体系）
予想出穂期


